
我が国周辺漁業資源調査 (ズワイガニ一斉調査)

【目 的】

秋田県における重要魚種の一つであるズワイガニは､

TAC対象魚種である｡また秋田県においては､約30年前

から雌ガこの採揃を禁止 している｡このことから､秋田

沖合海域におけるズワイガニの資源状態を把握する必要

がある｡'=のため､平成11年度から日本海区水産研究所

が行 うズワイガニ一斉調査に参加 し､資源量を直接推定

するための基礎資料を収集することを目的とした｡

【方 法】

ズワイガニの採集には､日水研仕様 (篭数20､篭間隔

50m)の篭を用いた｡

調査地点は､県中央部のカニ篭漁場 と､県南部の底び

き漁場の2地点とし､漁業者からの情報をもとに､カニ

篭漁場については戸賀沖 (主として雌を対象とした地点)

を､底びき漁場については松ケ崎沖 (主として雄を対象

とした地点)を選定した (表 1)｡

表 1 調査位置

場 所 篭入れ日 時 篭入れ開始 篭入れ終了 浸漬時間北緯 東経 深 北

緯 東経 水深戸賀沖 8月22日39-55-92139-33-3831739-55-33139-3

4-4626120時間25分松ケ崎沖 8月23日39-35-92139-41-0832839-36-ll139-42-3528420時間

1分採集されたズワイガニは全数実験室に持ち帰 り

､雄については甲幅､紺脚幅､甜脚高､重量､雌につい

ては甲幅､重量を測定 した｡また､雌に関しては腹部

の形態的成熟 ･未成熟の判断､外仔卵の状態 (色)観察並

びに2000年漁期時の分類 (未熟､初産､経産)を行

った｡この結果は日水研に提出し､日本海各

海域における資源尾数の算出がなされた｡【結果及び考

察】戸賀沖における結果を表 2に示 した｡雄は74個体採集

され､そのうち45個体 (61%)が90m以上の漁獲サイズ

であった｡水深別には水深274m以浅で個体数が若干

少なかったが水深別採集個体数にはあまり差がなかった｡た

だし､漁獲サイズである甲幅90m以上のものは､水深288

m以深のみで採集され､特に甲幅110m以上の大型のもの

は7個体採集 (9%)されたが､288mで 1個体採集され

た他は､すべて310m以深であり (6個体)､大型個体ほ

ど深部に生息する傾向が認められた｡雌は241個体が採

集された｡そのうち経産雌 (成体雌)が215個体､初産雌 表 2 戸賀沖篭調査結果
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1(調査後すぐに産卵脱皮する)が23個体であり､冬季

に成体である個体が全体の99% と､昨年同様この海域では成

体雌が集中的に分布 していた｡水深別には､307m以深

で個体

数が多 く､中でも311mでは個体数､重量ともに多かっ

た｡松ケ崎における結果を表3に示 した｡雄の23個体のうち90mm以上の個体は18個体 (78%)であった｡また110

mm以上の大型のものは9個体 (39%)であり､戸賀

沖と比べ大型雄の比率が高かった｡また

雌はほとんど採集されなかった｡表 3 松ケ崎沖篭調査結果
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4平成11年と12年の､戸賀沖における雄の甲幅組成を図1に示 した｡
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ことに気づ く｡これは､経産雌の比率が68-89%､初産が29-10%と変化 したことか ら､昨年

の調査直後に､産卵脱皮 し､ さらに新たに60-70m

mサイズに加入 した個体数が少なかったことが考えられる｡

一斉調査か ら推定 した日本海区におけるズワイガニ現

存匹数 と現存量 を表 4 (2000ズワイガニ資源評価結

果 より)に示 した｡漁獲量の多い 日本海西区 と比較す る

と､雌雄 とも推定資源量が少ない｡ しか し､海域の近い

新潟沖 と比較すると､雄の資

源量は少 ないが､雌においては多い値 となっている｡ これは､秋田県における雌ガニ禁漁効果であると推察 される｡表 4 -斉調査結果から推定 した日本海区におけるズワイガニ現存匹数 と現存量 (2000ズワイガニ資
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